
第６回 御幸公園梅香（うめかおる）事業推進会議 

日 時 平成２８年８月２５日（木） 

    １５：３０～１７：００ 

場 所 幸区役所４階第３会議室  

１ 開会 

２ 議題 

（１） 梅の品種について（案） 

（２） 写真展について（案） 

（３） 平成 28 年度梅林視察について 

（４） 寄附等について（案） 

（５） 御幸公園梅香事業推進計画（案）について 

（６） 今後のスケジュール 

３ その他 

 （１）「御幸地区の歴史・文化」講演会について 

 （２）市民 100 万本植樹運動「御幸公園植樹祭」開催について 

４ 閉会 

資料１   梅の品種について（案） 

資料２－１ 写真展について（案） 

資料２－２ 「御幸公園梅香事業写真展」募集要項（案） 

資料３   平成２８年度梅林視察について 

資料４－１ 寄附等について（案） 

資料４－２ 御幸公園梅香事業寄附等要綱（案） 

資料５   御幸公園梅香事業推進計画（案） 

資料６   「御幸地区の歴史・文化」講演会について（案） 

資料７   市民 100万本植樹運動「御幸公園植樹祭」の開催について（案） 

参考資料１ 御幸公園梅香事業実施要綱  

参考資料２ 御幸公園梅香事業推進会議設置要綱 

参考資料３ 「御幸公園梅香事業」推進会議 名簿 

参考資料４ 平成２８年度御幸公園梅香事業実施計画（案） 

参考資料５ 計画期間の主な取組（案）H27～H36 

参考資料６ 御幸公園梅香事業第５回推進会議摘録 
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梅の品種について（案）

白加賀

（参考２）梅の分類

実梅

花梅

果実の品質が優れる品種

花の観賞のための品種

白～淡紅
濃い色はない

色

白～濃紅

白加賀、南高

思いのまま、八重寒紅
紅千鳥、鹿児島紅、楊貴妃

主な品種

思いのまま
（参考３）梅の自家不結合性

梅は自家不和合性（自分の花粉では
実をつけない）の品種が多い

実をならせるためには、開花期の近
い品種を混植する必要がある。

１ 梅林に求めるもの

①歴史：梅で栄えた時代があったことを後世に伝える
→ 小向村で栽培されていた品種（主に白加賀）を選定する。

②観梅：花を楽しむ
→ 枝垂れや花色の濃いものなど、特徴ある花梅を選定する。

花を長く楽しめるよう、開花期の異なるものを選定する。

③収穫：実を楽しむ
→ 実梅を選定する。

④管理：管理が容易である
→ 育てやすい（樹勢強健な）品種、手に入りやすい品種を選定する。

〔参考〕 梅について

（参考１） かつての小向村の梅
・生産のための梅林
・「白加賀（しろかが）」が76%
→花色は ほとんどが「白」の実梅林

梅樹取調
橘樹郡小向村 （市民ミュージアム所蔵資料より）

梅樹株数 3,704本
内種類 八重ハツブサ梅 250本 ヤツブサ梅 350本

白カガ梅 2,816本 鴬宿梅 3本
ブンゴ梅 20本 紅カガ梅 250本
青カガ梅 15本

鹿児島紅紅千鳥

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 白加賀 実梅
野梅

白 大輪～中
大

一重 小向、強
梅干・梅酒

2 豊後 実梅
豊後

淡紅 大輪 一重（八重
も有）

小向、やや強
梅漬・梅ジャム

3 八房 ？ 白、薄紅 2.8 3.2 八重 小向、弱

4 鶯宿 実梅
野梅

淡紅 中輪 一重 小向、強
梅干・梅菓子

5 南高 実梅
野梅

白 中輪 一重 強
梅干

6 梅郷 実梅
野梅

白 大輪 一重 強、白加賀の花
粉樹、梅酒

7 青軸 実梅
野梅

青白 中輪 一重 中
梅酒

8 杉田 実梅
野梅

白 中大 一重 やや強
梅干

9 竜狭小梅 実梅
野梅

白 小輪 一重 強、カリカリ
漬け用

10 冬至 野梅 白 中輪 一重 早、中

11 八重野梅 野梅 黄白 大輪 八重 早、中

12 紅冬至 野梅 淡紅 一重 早

13 八重寒紅 野梅 濃紅 中輪
2.2 2.6

八重 早、強

14 玉牡丹 野梅 白 2.6 3.0 八重 早、強

15 鹿児島紅 紅梅 濃紅 中輪 八重

16 大盃 紅梅 紅 大輪 一重 強

17 紅千鳥 紅梅 紅 一重

18 楊貴妃 豊後 紅 3.7 4.0 八重 中

19 見驚 野梅 淡紅 2.8 3.0 八重 強

20 月影枝垂 野梅 青白 2.1 2.4 一重 枝垂

21 緑萼枝垂 野梅 青白 2.3 2.6 八重 枝垂、強

22 藤牡丹枝垂 豊後 淡紅 2.8 3.7 八重 枝垂、強

23 呉服枝垂 野梅 紅 2.3 2.6 八重 枝垂、強

24 思いのまま 野梅 2.3 2.5 八重 強

25 月影 青軸 青白 中輪 一重 中

26 道知辺 野梅 紅 2.8 3.0 一重 中

27 難波紅 難波 淡紅 2.4 2.6 八重 中

28 一重緑萼 野梅 青白 2.6 2.8 一重 中

29 紅筆 紅筆 紅 一重

30 新平家 紅梅 紅 2.6～2.8 八重

※開花時期は静岡県 ※強弱は樹勢を示す

12月 1月 2月 3月 4月

絞りと紅白咲き分け

No 性

参考文献：梅田操著「ウメの品種図鑑」

品種の例　　※一部調査中です

品種名 花色 大きさ 花弁 特徴

資料１



梅の品種について（案）

白加賀

（参考２）梅の分類

実梅

花梅

果実の品質が優れる品種

花の観賞のための品種

白～淡紅
濃い色はない

色

白～濃紅

白加賀、南高

思いのまま、八重寒紅
紅千鳥、鹿児島紅、楊貴妃

主な品種

思いのまま
（参考３）梅の自家不結合性

梅は自家不和合性（自分の花粉では
実をつけない）の品種が多い

実をならせるためには、開花期の近
い品種を混植する必要がある。

１ 梅林に求めるもの

①歴史：梅で栄えた時代があったことを後世に伝える
→ 小向村で栽培されていた品種（主に白加賀）を選定する。

②観梅：花を楽しむ
→ 枝垂れや花色の濃いものなど、特徴ある花梅を選定する。

花を長く楽しめるよう、開花期の異なるものを選定する。

③収穫：実を楽しむ
→ 実梅を選定する。

④管理：管理が容易である
→ 育てやすい（樹勢強健な）品種、手に入りやすい品種を選定する。

〔参考〕 梅について

（参考１） かつての小向村の梅
・生産のための梅林
・「白加賀（しろかが）」が76%
→花色は ほとんどが「白」の実梅林

梅樹取調
橘樹郡小向村 （市民ミュージアム所蔵資料より）

梅樹株数 3,704本
内種類 八重ハツブサ梅 250本 ヤツブサ梅 350本

白カガ梅 2,816本 鴬宿梅 3本
ブンゴ梅 20本 紅カガ梅 250本
青カガ梅 15本

鹿児島紅紅千鳥

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 白加賀 実梅
野梅

白 大輪～中
大

一重 小向、強
梅干・梅酒

2 豊後 実梅
豊後

淡紅 大輪 一重（八重
も有）

小向、やや強
梅漬・梅ジャム

3 八房 ？ 白、薄紅 2.8 3.2 八重 小向、弱

4 鶯宿 実梅
野梅

淡紅 中輪 一重 小向、強
梅干・梅菓子

5 南高 実梅
野梅

白 中輪 一重 強
梅干

6 梅郷 実梅
野梅

白 大輪 一重 強、白加賀の花
粉樹、梅酒

7 青軸 実梅
野梅

青白 中輪 一重 中
梅酒

8 杉田 実梅
野梅

白 中大 一重 やや強
梅干

9 竜狭小梅 実梅
野梅

白 小輪 一重 強、カリカリ
漬け用

10 冬至 野梅 白 中輪 一重 早、中

11 八重野梅 野梅 黄白 大輪 八重 早、中

12 紅冬至 野梅 淡紅 一重 早

13 八重寒紅 野梅 濃紅 中輪
2.2 2.6

八重 早、強

14 玉牡丹 野梅 白 2.6 3.0 八重 早、強

15 鹿児島紅 紅梅 濃紅 中輪 八重

16 大盃 紅梅 紅 大輪 一重 強

17 紅千鳥 紅梅 紅 一重

18 楊貴妃 豊後 紅 3.7 4.0 八重 中

19 見驚 野梅 淡紅 2.8 3.0 八重 強

20 月影枝垂 野梅 青白 2.1 2.4 一重 枝垂

21 緑萼枝垂 野梅 青白 2.3 2.6 八重 枝垂、強

22 藤牡丹枝垂 豊後 淡紅 2.8 3.7 八重 枝垂、強

23 呉服枝垂 野梅 紅 2.3 2.6 八重 枝垂、強

24 思いのまま 野梅 2.3 2.5 八重 強

25 月影 青軸 青白 中輪 一重 中

26 道知辺 野梅 紅 2.8 3.0 一重 中

27 難波紅 難波 淡紅 2.4 2.6 八重 中

28 一重緑萼 野梅 青白 2.6 2.8 一重 中

29 紅筆 紅筆 紅 一重

30 新平家 紅梅 紅 2.6～2.8 八重

※開花時期は静岡県 ※強弱は樹勢を示す

品種の例　　※一部調査中です

品種名 花色 大きさ 花弁 特徴

絞りと紅白咲き分け

No 性

参考文献：梅田操著「ウメの品種図鑑」

12月 1月 2月 3月 4月



案１ 案２ 案３ 案４

テーマ 小向村を彷彿とさせる梅林 四阿
あずまや

からみる小向梅林 紅白ともに楽しむ梅林 華やかな紅梅中心の梅林

特徴
小向村で栽培されていた梅の品種を中心に植栽す
る。
白加賀が７割、残り３割はその他品種

四阿を境にエリア分けをする。
北は小向村で栽培されていた品種とし、南はその他
の品種とする。

紅梅と白梅をおおよそ同じ割合で植える 紅梅：白梅＝7：3

色 白梅中心 南側は白梅中心、北側は紅梅中心 混植 紅梅中心

品種数 16品種程度 20品種程度 30品種程度 30品種程度

◎ ◎ △ △
全体的に小向村に近い 南側は小向村に近い植栽 あまり配慮はない あまり配慮はない

△ ◎ ◎ ◎
紅梅が少なく、華やかさに欠ける 北側は紅梅が多く華やか 紅梅が多く華やか 紅梅が多く華やか

◎ 〇 〇 △
実の品質の優れる品種が多い 収穫できる 収穫できる 紅梅は実の品種の優れないものが多い

〇 〇 〇 〇
管理しやすい 管理しやすい 管理しやすい 管理しやすい

※どのパターンでも、実梅を植栽することを前提としていることから収穫は可能

２　配色のパターン

歴史

観梅

収穫

管理

紅梅中心

白梅中心

混植 紅梅中心

白加賀白

淡紅
濃紅 四阿より北

白加賀
白

淡紅

濃紅

淡紅

白

白

淡紅

濃紅 濃紅

淡紅

白

白梅中心

四阿より南

四阿



写真展について 

１ 概要

 （１）実施目的 

  ・御幸公園梅香事業の周知 

  ・将来の御幸公園の梅林のイメージをふくらませてもらうこと 

（２）応募内容 

川崎市在住、在勤、在学者に対し、梅の花の写真を募集する（１人３点まで応募可） 

（３）展示場所 

幸区役所及び日吉出張所にて展示および区ホームページ上で公開 

（応募多数の場合は推進会議内で検討する） 

 （４）スケジュール 

２ 検討項目 

（１） 撮影場所の範囲 

案１ 場所の限定はしない。  

 →各地の梅の名所で好きな梅林を撮影できる。 

案２ 幸区内または、川崎市内に限定。 

 →区内または、市内で身近な梅を再発見できる。 

（２） 撮影の時期 

案１ 時期について定めない。（過去数十年前に撮影した写真を含める。） 

    →応募しやすく、貴重な写真が発見される可能性がある。 

案２ 直近３年のうちに撮影したものに定める。 

    →応募数が少なくなる可能性がある。 

（３） 賞の有無 

   案１ あり 

      →賞の内容、選定方法に課題がある（写真家に依頼、推進会議で決める、来庁者に

よる投票など）。初年度のため、応募数が少ないと選考しづらい。

   案２ なし 

      →賞がありの場合に比べ手間がかからない。 

平成２８年

１０月 １ １ 月 １ ２ 月 

平成２９年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

募集期間 写真展 

広報期間 

資料２-１



「御幸公園梅
うめ

香
かおる

事業写真展」 

募集要項（案） 

幸区役所 

資料２-２



 幸区では、明治天皇が行幸された歴史のある御幸公園の梅林を、新たな梅の名所として整備

するために地域と協働で取り組んでいます。 

 今回開催する写真展は、こうした取組を多くの人に知ってもらうとともに、写真を撮ること

で梅の良さを再認識し、将来の御幸公園の梅林に対するイメージをふくらませてもらうことを

目的とします。 

１ 作品のテーマ 

  ●●（場所）で撮影された、梅の写真 

２ 募集期間 

  平成２９年３月２１日（火）～平成２９年４月２８日（金）必着 

３ 応募作品 

 （１）写真 

    ●●（場所）で撮影した、カラーまたは白黒の写真（写真の電子データのみは不可） 

 （２）サイズ 

    ２Ｌ判（127mm × 178mm）以上で額装は不要 

 （３）応募点数 

    1人３枚まで（未発表のもの） 

４ 応募資格 

  川崎市に在住、在勤、在学の方 

５ 応募方法 

  応募者の住所・氏名、電話番号、撮影場所、撮影時期等を応募用紙に記入の上、用紙を写

真の裏に貼り付けて、応募先あて郵送または持参してください。 

６ 応募先 

幸区役所まちづくり推進部総務課 

  〒２１２－８５７０ 

  幸区戸手本町１－１１－１  

  ＴＥＬ ０４４－５５６－６６０４ 

  ＦＡＸ ０４４－５５５－３１３０ 



７ 展示会場と展示期間 

 （１）幸区役所１階 ロビーハナミズキ 

    平成２９年６月１５日 ～ 平成２９年６月３０日 

 （２）日吉出張所１階 タウンホールヤマブキ 

    平成２９年７月５日 ～ 平成２９年７月２０日 

８ その他 

 （１）人物が写る場合、肖像権及び登録商標の無断転用、著作権の侵害等によるトラブルや

写真に対する不可抗力による損害に対して、主催者は一切の責任を負いません。 

 （２）応募作品の著作権は応募者に帰属するものとします。 

 （３）応募作品は応募者による未発表のオリジナル作品で、第三者が著作権等を有している

著作物を利用していないものとします。 

 （４）応募いただいた写真は原則、展示しますが、写真の内容（公序良俗に反するものや区

役所が展示しないと判断したもの）によっては展示できない場合があります。 

 （５）展示する場所の広さの都合、応募作品が多い場合は、「御幸公園梅香事業」推進会議に

て選定します。また、期間ごとに入れ替えて展示する場合もあります。 

 （６）作品の返却を希望される方については、写真展終了後に御連絡し、区役所でお渡しし

ます。 

 （７）作品の返却を希望されない方については、区役所で処分いたします。 

 （８）写真とは別に電子データ（.jpg .gif .png）を御提供いただいた作品は、区のホームペ

ージなどで公開する場合があります。 

 （９）区のホームページに公開する場合、構成や編集の都合上、応募作品のサイズや色調の

変更をする場合があります。 

主 催  幸区役所 



御幸公園梅香事業写真展 応募用紙

撮影場所 

撮影時期 

応 

募 

者 

住  所 

氏  名 

電話番号 

写真の電子 

データの有無 

有（.jpg・gif・.png）・無 

いずれかに○をつけてください。

作品の返却 
返却希望・返却不要 

どちらかに○をつけてください。



平成 28年度梅林視察について

１ 目  的 

・地域の魅力の一つである梅林の活用方法を参考にすること。 

 ・梅の品種に関する知識を深めること。 

２ 日  時 

 平成 29 年 2 月下旬 9 時～17 時予定 

 ※第 7回推進会議（11 月）で決定します。 

３ 参加人数 

20 人程度（最大 25 人） 

４ 視察場所 

  別紙「平成 28 年度梅林視察コース案」のとおり 

≪参考≫ 

平成 27 年度視察 

１ 目  的 御幸公園と同規模の梅林を視察しイメージを膨らませること。 

２ 日  時 平成 28 年 2 月 22 日（月）9時～17 時 

３ 参加人数 18 人 

４ 視察場所 三溪園、県立保土ヶ谷公園、大倉山公園 

資料３



平成28年度 梅林視察コース案 

所要：7時間30分 9時～16時30分（予定） 所要：8時間 9時～17時（予定） 所要：7時間30分 9時～16時30分（予定） 所要：7時間00分 9時～16時（予定）

視察のポイント 視察のポイント 視察のポイント

視察のポイント

①東京コース ②東京・埼玉コース ③神奈川コース

↓2時間10分
幸区役所 幸区役所 幸区役所 幸区役所

↓45分 ↓1時間50分 ↓1時間30分

④偕楽園コース

梅　　約650本
面積　約８ha(公園)
見頃　2月中旬～3月上旬
品種　紅梅、白梅、おもいのまま　など約60種以上

梅　　約1,100本
面積　2ha（梅林）
見頃　2月下旬～3月上旬
品種　白加賀、紅梅、越生野梅

梅　　４８０本
面積 ４ha(公園)、２ha(梅林)
見頃　1月下旬～3月中旬
品種　十郎、杉田、八重寒紅、一重緑萼、八重野梅、
　　　　輪違い　など２００種

梅　　3,000本
面積　約13ha
見頃　2月下旬～3月中旬
品種　約100種

偕楽園
（水戸市）

偕楽園は金沢の兼六園、
岡山の後楽園とならぶ
「日本三名園」のひとつで
天保13年（1842年）に水
戸藩第九代藩主徳川斉
昭によって造園。

関東三大梅林の一つで
あり、大宰府から分祀で
梅を植えたのが始まり。梅
の加工が盛ん。

「せたがや梅まつり」が開
催され、週末と祝日には
模擬店が出て賑わう。

関東最多級の品種を誇
る梅林。梅林内は全面芝
生張りとなっている。

羽根木公園
(東京都世田谷区)

越生(おごせ)梅林
（埼玉県越生町）

小田原フラワーガーデン
（神奈川県小田原市）

↓2時間15分↓30分 ↓1時間15分 ↓1時間30分

↓30分 ↓1時間30分 ↓45分
都立神代植物公園
(東京都調布市)

府中市郷土の森博物館
（東京都府中市）

曽我梅林
（神奈川県小田原市）

足もとの福寿草、移築復
元された古い建物と梅の
花が風情を醸し出す。

古来からの園芸品種を収
集、公開している。年数が
たって樹形に風格が備
わっているものが多い。

中河原梅林、原梅林、別
所梅林の３つ梅林の総
称。富士山を背景に梅林
がひろがる。

梅　　167本
面積　約50ha(公園)
見頃　2月中旬～3月中旬
品種　月の桂、道知辺、白牡丹、白難波、月宮殿、
　　　　紅千鳥、輪違い、緑萼、森の関　など約71種類

梅　　約1,100本
面積　約１３ha（公園）
見頃　2月中旬～3月上旬
品種　八重寒紅、新茶青、牡丹枝垂、白加賀、豊後、
　　　　紅枝垂など60種類

梅　　3万5000本
面積
見頃　2月初旬～3月初旬
品種　十郎、白加賀、杉田

府中市郷土の森博物館
(東京都府中市)

幸区役所 幸区役所 幸区役所

※各梅林の園路などの形態が参考になる。
※越生梅林では関東三大梅林としての迫力を堪能
し、
　加工品についても参考にしたい。
※府中市郷土の森博物館は品種が豊富。

※小田原フラワーガーデンは、品種が豊富。梅林とし
て
　長い期間行っている。
※曽我梅林は、生産果樹園として梅林が有名、加
工品
 やまつりなどを視察。

※関東三大梅林であり、梅まつりが有名。
※近隣にお菓子工場があり、梅の加工品も作ってい
る。
　見学も可能。
※園路などの形態が参考になる。

※各視察先での滞在時間はおおむね１時間を予定しています。

幸区役所

足もとの福寿草、移築復元さ
れた古い建物と梅の花が風
情を醸し出す。

↓1時間15分

梅　　約1,100本
面積　約１３ha（公園）
見頃　2月中旬～3月上旬
品種　八重寒紅、新茶青、牡丹枝垂、白加賀、豊後、
　　　　紅枝垂など60種類

※各梅林の園路などの形態が参考になる。
※羽根木公園は梅まつりが盛んで地域が賑わってい
る。
※府中市郷土の森博物館と都立神代植物公園は
品種



名称 場所 規模 品種 見ごろ 梅まつり(2016年) 梅まつりの主な内容 名産 料金 備考

1 羽根木公園
東京都世田谷区代田4-38-
52

650本
紅梅、白梅、おもいのままな
ど60種以上

2月中旬～3月上旬 2月11日～3月6日
野点、抹茶サービス、筝曲演奏、太鼓、俳句会、植木・園芸市、物産
展、売店（梅大福など梅にちなんだ食べ物などを販売）など（土日祝）

無料

2 都立神代植物公園
東京都調布市深大寺元町5-
31-10

167本

月の桂、道知辺、白牡丹、
白難波、月宮殿、紅千鳥、
輪違い、緑萼、森の関など
71品種

2月中旬～3月中旬 2月2日～3月6日

韻勝園梅譜展（2/2火～3/6日）、講演会「ウメ～鑑賞の歴史～」（2/21
日）、職員による園内ガイドツアー（2/14日、28日）、ガイドボランティア
による“うめ園”ガイドツアー（2/26金、27土、3/1火）、梅見茶屋（土日
祝）

500円

3
府中市郷土の森博
物館

東京都府中市南町6-32 1100本
八重寒紅(紅)、新茶青(白)、
牡丹枝垂(ピンク)、白加賀、
豊後、紅枝垂など60種類

2月中旬～3月上旬 2月6日～3月13日

野点茶会（2/14日、21日、28日、3/6日）、琴・尺八演奏会（2/13土、20
土、27土、3/5土）、梅まつり手作り工房（2/21日、3/6日）、園内梅の木
散歩（2/25木、3/3木）、古民家探検ツアー（土曜日）、府中芸能あらか
ると（3/13日）、梅まつり俳句募集（毎日）、職人芸（土日祝）、お食事
処・お土産処（毎日）

梅干、うめジャム、梅灰釉
の器、梅の染物

200円

4 越生梅林 埼玉県越生町堂山113 約1000本 白加賀、紅梅、越生野梅 2月下旬～3月上旬 2月21日～3月22日 写真コンクール作品展、和太鼓、踊り、写真撮影会 越生町特産の梅・ゆず製品 200円 関東三大梅林

5
小田原フラワー
ガーデン

神奈川県小田原市久野3798
‐5

480本
十郎、杉田、八重寒紅、一
重緑萼、八重野梅、輪違い
など200品種

1月下旬～3月中旬 1月30日～3月6日 梅茶サービス、梅林ガイドツアー、紅梅の草木染め、お香づくりなど 無料

6 曽我梅林
神奈川県小田原市曽我別
所、原、中河原

3万5000本 十郎、白加賀、杉田 2月初旬～3月初旬 2月6日～3月6日 ミカンの皮とばし大会、地元子供達の祭り囃子、寿獅子舞ほか 無料
生産果樹園。農家が中
心となって運営

7 偕楽園 茨城県水戸市見川 13ｈａ,3000本
八重寒紅、月影、月宮殿、
水心鏡、江南所無、白加賀
など100種

2月下旬～3月中旬 2月20日～3月31日 野点茶会、野外琴の会 梅酒、梅干し 無料
日本三名園、関東三大
梅林

8
川口市立グリーン
センター

埼玉県川口市新井宿700 150本 豊後、大盃ほか 2月上旬～3月上旬 2月21日～3月1日 琴の生演奏 310円

9 大宮第二公園
埼玉県さいたま市大宮区寿能
町2-405

約500本
茶筅梅、緑萼梅、八重寒紅梅、
白加賀ほか

2月中旬～下旬
2月20日（土）～3月
6日（日）※イベント
は土・日曜開催

広い園内に咲き乱れる梅を見ながら散歩したり、さまざまな催し物も楽しめ
る。また、梅まつり期間中には「全国大陶器市」も開かれ、多くの人で賑わう。

無料

10
埼玉県花と緑の振興
センター

埼玉県川口市安行1015 246本
夫婦枝垂、錦梅、八重冬至、筑
紫紅、水心鏡、大輪緋梅、ほか
136種

2月中旬～3月中旬
園内には植木類、鑑賞用樹木類を中心に四季折々の2000種類以上の植物
が展示されている。4000平方mの梅林には、約136種246本の梅が植えられて
おり、開花時には多くの人が訪れる。

無料

11
秩父ミューズパーク
(梅園)

埼玉県秩父市・小鹿野町 約600本 白加賀、豊後梅ほか 3月上旬～中旬
秩父ミューズパークは秩父市と小鹿野町にまたがる自然豊かな県営公園で、
スポーツ施設や文化施設なども充実している。梅園は面積が約1.5万平方m
あり、15種類約600本の梅が咲き誇る梅の名所である。

無料

12
国営武蔵丘陵森林公
園

埼玉県滑川町山田1920 国営武
蔵丘陵森林公園内

約600本 紅梅、白梅など約120品種 2月中旬～3月上旬 2月上旬～4月上旬
国営武蔵丘陵森林公園の南口エリアにある梅林では、2月中旬～3月上旬に
は梅約600本のほか、福寿草やスイセンなども楽しめる。3月下旬から園内全
体で桜約1000本が咲き、花見客で賑わう。

410円

13 宝登山 梅百花園 埼玉県長瀞町長瀞 約470本
滄溟の月、田毎の月、満月、新
平家、草思梅、五節の舞、冬至
梅、八重寒紅、八重野梅など

1月上旬～3月下旬

宝登山ロープウェイ山頂駅周辺に、約170種類、約470本を集めた品種の多さ
が自慢の梅園。晴れた日には町内をはじめ秩父連山、秩父盆地を一望でき
る。園内には、日本の梅の三名花「滄溟の月」(そうめいのつき)、「田毎の月」
(たごとのつき)、「満月」(まんげつ)が揃う。1月上旬に開花し、3月下旬頃まで
楽しむことができる。

無料

14 長瀞山 不動寺 埼玉県長瀞町長瀞1753-1 150本
藤牡丹枝垂、白滝枝垂、玉拳、
青竜、養老、八重緑萼、実成

2月下旬～3月中旬
梅の名所で知られる長瀞の宝登山。その山麓駅近くにある真言宗醍醐派の
寺。しだれ梅の名所で、参道から本堂にかけて、藤牡丹枝垂や白滝枝垂など
150本以上の梅が連なる。

無料

15 リソル生命の森 千葉県長柄町上野521-4 450本 紅梅、白梅、おもいのまま 2月中旬～3月上旬2月20日～3月６日 土日にさまざまなイベント 無料

16 昭和の森 千葉県千葉市緑区土気町22　300本
豊後、枝垂れ、八重寒梅な
ど6種

2月中旬 無し 無し 無料

17 成田山公園内梅林 千葉県成田市成田1 成田山新勝寺500本 紅梅、白梅 2月中旬～3月中旬2月20日～3月６日 参加費無料のお茶会等 無料

18 清水公園 千葉県野田市清水906 200本
紅梅、白梅、冬至、八重寒
梅、八重野梅、おもいのまま

2月中旬～3月中旬 2月13日～3月6日
期間中大正時代建築の日本家屋「聚楽館」をお休み処として開放し、
甘酒やおしるこなどの甘味が楽しめる

無料

19 坂田城跡梅林 千葉県横芝町坂田 1200本 白加賀、鶯宿ほか 2月下旬～3月中旬 2月27日～3月20日
梅農家による手作りの梅加工品や漬物の直売、地元特産物の販売、
菜雑煮振る舞い、昔の遊び体験

坂田の梅干 無料
農家の方が梅の出荷用
に栽培している

関東の主な梅林



名称 場所 規模 品種 見ごろ 梅まつり(2016年) 梅まつりの主な内容 名産 料金 備考

20 小石川後楽園 東京都文京区後楽1-6-6 90本
冬至、唐梅、白滝枝垂など
85種類

2月中旬～3月中旬 2月11日～3月6日

箏と尺八の演奏会（2/13土）特別ガイドツアー「梅めぐり」（2/21日）、大
江戸玉すだれ（2/28日）、狂言の会（3/6日）、庭園ガイド（毎日11時・14
時（各回約60分））、記念撮影コーナー（毎日10時～16時）、植木市（火
曜日以外の10時～16時）、名産品・軽飲食の販売（毎日10時～16時）

300円 都立庭園

21 香梅園 東京都墨田区文花2-5-8 120本
呉服枝垂、緋の司枝垂など
85種類

2月下旬～3月上旬
2月20日～3月上
旬

琴の演奏、抹茶の接待（2/20土・21日） 無料 神社境内

22 池上梅園 東京都大田区池上2-2-13 370本
紅梅、緑がく枝垂れ、おもい
のまま、呉服枝垂れ、八重
揚羽など30種類

2月中旬～3月上旬 無し 100円

23 小金井公園
東京都小金井市関野町1-
13-1

100本 白梅、紅梅　（28品種） 2～3月
2月13日～2月21
日

梅と早春の花ガイド（2/14日、20土、21日）、講演会「梅のお話」（2/13
土）、野点（2/20土、21日）、お琴の演奏（2/20土、21日）、小金井公園
ボランティア活動紹介（2/20土、21日）

24 京王百草園 東京都日野市百草560 500本
八重寒紅、淋子梅、おもい
のままなど50種類

2月上旬～3月中旬 2月6日～3月13日
お茶会（2/6土、13土）、尺八の演奏（2/11祝）、獅子舞とまつり囃子
（2/14日）、つるし雛まつり（2/20土～3/6日）、アンテナショップ（2/27
土、28日、3/5土、6日）、津軽三味線（3/12土）、鬼剣舞（3/13日）

300円

25 赤塚溜池公園 東京都板橋区赤塚5-35-27 200本 赤梅、白梅 2月下旬～3月中旬
3月19日～3月20
日

模擬店、和楽器演奏会、獅子舞、戦国絵巻武者行列、甘酒無料配布、
野点、投句された俳句の表彰式、会場で採れた梅を使ったジャムの販
売など（土日）

無料

26 辻村植物公園
神奈川県小田原市荻窪１５７
９－１

560本
一郎、十郎、白加賀、八重
野梅、杉田、曙など

2月上旬～3月上旬 無料

27 本沢梅園
神奈川県相模原市緑区川尻
4457‐1

1000本 白加賀 3月上旬～中旬 3月12日～3月13日 地元団体による特産品の販売や御囃子 無料
「梅のもぎ取り」が出来
る。

28 田浦梅の里 神奈川県横須賀市田浦泉町 2000本 青軸、白加賀、紅梅、豊後 2月上旬～3月上旬 2月13日～3月13日 凧揚げ大会ほか
横須賀梅酒（ここの梅を原
料にしている）

無料
かながわ花の名所100
選

29 湯河原梅林 神奈川県湯河原町鍛冶屋 4000本
紅梅、白加賀、十郎、淡路
枝垂、輪違いほか

2月下旬～3月中旬 2月6日～3月13日 特産品店の出店、ライトアップ 200円 幕山公園内

30 熱海梅園 静岡県熱海市梅園町8-11 437本
紅梅、白梅、呉服枝垂、紅
千鳥、冬至など58種

1月下旬～2月中旬 1月10日～3月8日 芸子衆による演芸会、琴、尺八の演奏会 300円

31 箕郷梅林
群馬県高崎市箕郷町富岡・
善地

300ｈａ,10万本 白梅 3月中旬～下旬 3/1～3月下旬 梅の加工品販売、梅見茶会
梅干（高崎市は全国第２位
の生産量）

無料

32 榛名梅林
群馬県高崎市上里見町
1072-1

420ｈａ,7万本 白梅 3月上旬～3月下旬 3月15日(第三日曜日)
梅干の種飛ばし大会、ビンゴゲーム、梅うどん、梅ジュースの無料配
布

梅干（高崎市は全国第２位
の生産量）

無料

33 秋間梅林 群馬県安中市西上秋間 50ｈａ,3万5000本 寒紅梅、紅梅、白梅 3月上旬～下旬 2月21日～3月下旬
写真・俳句展、野点、和太鼓、八木節、筝曲、甘酒サービス、だんご投
げ、群馬サファリパークの着ぐるみ登場、梅の枝プレゼント

無料

※関東三大梅林は「偕楽園」と「越生梅林」ともうひとつ。もうひとつは諸説あり、「秋間梅林」または「曽我梅林」または「熱海梅林」といわれているそうです。

名称 住所 規模 品種 見頃 名産 料金 視察日

1 三渓園
神奈川県横浜市中区本牧三
之谷58-1

600本 紅梅、白梅、臥龍梅 2月上旬～3月上旬 500円 平成28年2月22日

2 県立保土ヶ谷公園
神奈川県横浜市保土ヶ谷花
見台

120本
白加賀、おもいのまま、月宮
殿ほか

2月～3月 無料 平成28年2月22日

3 大倉山公園
神奈川県横浜市港北区大倉
山2-10

200本 白加賀、緑蕚梅、紅梅ほか 無料 平成28年2月22日

もちつき、ウメなどの盆栽展、お囃子（横浜本牧囃子連）、俳句大会（共催：横浜排話会）、
猿まわし（太郎次郎一門）

ステージイベント（音楽演奏・ダンス・太鼓）、模擬店、野点

野点、ステージイベント、梅酒「梅の薫」の試飲・販売、飲食物・甘酒・園芸品等の販売

梅まつりの主な内容

≪参考≫　平成27年度に視察した梅林



寄附等について（案） 

１ 寄附等の種類、受付方法

※１：現物（梅の苗木）の寄附にあたっては、品種、植樹時期、枯れた場合の

補償等について、寄附者（寄附者が依頼した業者）と道路公園センター

で調整を行う

２ 寄附者への謝意

（１）銘板に寄附者の氏名等を記載

   対象：寄附金品等の金額又は価格が５０，０００円以上の方

（２）区長名の感謝状（額付き）贈呈

   対象：寄附金品等の金額又は価格が１００，０００円以上の方

３ 銘板の設置時期

平成３１年度（ハーフイベント開催に合わせて設置）

その後は、寄附の受付状況に応じて設置する。

４ 寄附等の受付開始時期

  平成２９年４月１日 広報開始

  平成２９年５月１日 受付開始

５ 寄附・募金目標額（平成２９年度）

  ５００，０００円（５０，０００円×１０本分）

うめかおる寄附 うめかおる募金

現金 現物（梅の苗木）※１ 現金

個

人
ふるさと応援寄附金

団

体

等

御幸公園梅香事業寄附等要綱

資料４-１



（案）

御幸公園梅香事業寄附等要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、御幸公園梅香事業に対して、個人または企業その他団体から寄

せられる寄附及び募金（以下「寄附等」という。）に関する事務等について、必要な

事項を定める。 

 （寄附等の種別及び内容） 

第２条 寄附等の種別は次のとおりとし、寄附等の内容は、当該各号に定めるところ

による。 

（１）御幸公園うめかおる寄附 個人または企業その他団体からの現金または現物に

よる寄附をいう。 

（２）御幸公園うめかおる募金 個人または企業その他団体からの現金による募金を

いう。 

（寄附の申込み） 

第３条 御幸公園うめかおる寄附をしようとする者（企業その他団体を含む。以下同

じ）は、御幸公園うめかおる寄附申込書（第１号様式）により、寄附の申し込みを

するものとする。ただし、個人からの寄附金は、ふるさと寄附金制度に関する事務

取扱要綱（平成２０年１２月５日川財庶第４０９号）第８条第２項に規定する「川

崎市ふるさと応援寄附金申込書」によるものとする。 

２ 前項の寄附のうち、現物によるものは梅の苗木とし、寄附をしようとする者は、

品種、植樹時期その他必要な事項について、道路公園センターと協議するものとす

る。 

（寄附受納の決定） 

第４条 御幸公園うめかおる寄附の受納の決定は、川崎市区役所等事務決裁規程（昭

和４７年川崎市訓令第４号）の定めるところによる。 

（受納書） 

第５条 御幸公園うめかおる寄附を受納した場合は、寄附受納書（第２号様式）を寄

附者に交付する。 

 （募金） 

第６条 御幸公園うめかおる募金は次により行うものとする。 

資料４-２



（１）募金箱の設置 

（２）イベント等における募金活動 

２ 前項第１号の募金箱は、まちづくり推進部総務課及び道路公園センター管理課に

設置する。 

３ 第１項第１号による募金は毎月受納するものとし、同項第２号による募金はその

都度受納するものとする。 

（寄附者への謝意） 

第７条 寄附等を行った者への謝意については、区長名の礼状（第３号様式）により

行うことができる。 

２ 次に掲げる場合は、感謝状（第４号様式）を贈呈することができる。 

（１）１回の寄附金品等の金額又は価格が１００，０００円以上の場合 

（２）その他幸区長が特に必要と認めた場合 

３ 次に掲げる場合は、御幸公園内に設置する銘板に寄附等を行った者の氏名等の記

載を行うことができる。ただし、対象者の同意がないものは氏名等の記載を行わな

い。 

（１）寄附金品等の金額又は価格が５０，０００円以上の場合 

（２）区長が特に必要と認めるもの 

４ 前項の対象者の選定は、御幸公園梅香事業推進会議において行う。 

（報告） 

第８条 寄附等受納後の処理経過、結果等について、寄附受納報告書（第５号様式）

を区長に提出する。 

（寄附金品等の管理） 

第９条 受納した寄附金品及び募金の管理は、川崎市財産規則（昭和３９年川崎市規

則第３３号）、川崎市金銭会計規則（昭和３９年川崎市規則第３１号）及び川崎市物

品会計規則（昭和３９年川崎市規則第３２号）に基づき行うものとする。 

 （事務） 

第１０条 寄附等の受納にかかる事務は、まちづくり推進部総務課が行う。 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、寄附等の受納に関し必要な事項は幸区長が

定める。 



附 則 

この要綱は平成２９年４月１日から施行する。 



（第１号様式）

御幸公園うめかおる寄附申込書

  年  月  日

（あて先） 幸 区 長

  私は、御幸公園梅香事業に対して下記のとおり寄附します。

ご住所 〒  －             

団体名
フ リ ガ ナ

お名前
フ リ ガ ナ

（代表者
フ リ ガ ナ

）                 

ご連絡先   電話            

ＦＡＸ           

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ          

１ 寄附金品等の種類

  □ 現金（注１）

  □ 現物（梅の苗木）（注２）

２ 金額または数量

  □ 現金             円

  □ 現物（梅の苗木）       本

３ 情報の公開

寄附について、お名前や金額などを公表（市のホームページ等）させていただく場合があります。

公表に同意いただける場合には「同意する」に、同意いただけない場合には「同意しない」にチェックをお願いします。

  □ 同意する    □ 同意しない

（注１）個人の方の現金による寄附の場合は、「川崎市ふるさと応援寄附金申込書」によりお申込みください

（注２）現物（梅の苗木）による寄附の場合は、品種、植樹時期等について御相談させていただきます。

（         担当）

電話           



（第２号様式）

 川幸総第    号

  年  月  日

        様

幸区長 ○○○○ 印

寄附受納書

年  月  日付けで申込みいただきました寄附につきまして、ありがたく

     受納いたしました。

１ 寄附金品等の種類

２ 金額または数量

３ 受納日             年  月  日

（         担当）

電話           



（第３号様式） 

川幸総第   号   

  年  月  日   

            様 

幸区長 ○○ ○○ 印 

御寄附のお礼について 

 平素は、幸区行政に御尽力いただき厚くお礼申し上げます。 

さて、この度は、御寄附を賜り、誠にありがとうございました。幸区役所とい

たしましては、引き続き事業の推進に努めてまいりますので、今後とも御理解と

御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

略儀ながら、書中をもちましてお礼申し上げます。 

（         担当） 

電話           
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（第５号様式） 

川幸 第  号  

年  月  日  

幸 区 長 様 

所属長  

寄 附 受 納 報 告 書 

次のとおり、寄附を受納いたしましたので報告いたします。 

１ 寄 付 者 

住 所 

氏名・名称 

代 表 者 

２ 寄附概要 
寄附の種類 

金額・数量 

３ 申 入 日 年  月  日 

４ 受 納 日 年  月  日 

５ 感謝状贈呈 □ 有  ・  □ 無 

６ 現金受納状況 
（１）調定年月日      年  月  日 

（２）収入年月日      年  月  日 

７ 情報公開 □ 同意する ・  □同意しない 

８ そ の 他 

※ 現金を受納した場合、納付書（写）を添付する。 

（  課  係  担当）  

電話           



御幸公園梅
うめ

香
かおる

事業推進計画 

（案） 

        平成 29 年 1 月 

川崎市幸区役所

2016.08.25 
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第1章 計画策定にあたって 

１ 計画策定の背景と目的 

 明治天皇が行幸するほど観梅の名所

であった小向（御幸）梅林は、都市化の

進展から往年の面影を見ることができ

ず、御幸公園に行幸の碑とともに小さな

梅林が当時の名残を留めています。 

1889年（明治22年）に町村制が施

行された際、小向村など8村が合併した

新村の名称は、この行幸にちなんで御幸

村となりました。川崎市は、１９２４年（大正１３年）に川崎町、大師町、そして

御幸村の合併により人口約４万８千人で誕生しました。 

また、その後にあった区制施行で、御幸村の大半が幸区に移行したことから、御

幸の幸をとって区名を「幸区」となりました。 

天皇の行幸から「御幸」の名称ができ、「幸区」の名称につながった梅林であり、

かつて地域を潤し、地域に愛された梅林です。 

幸区の地域の資源を活かしたまちづくりとして、幸区の魅力であり資源である御

幸公園の梅林を市民の皆様と復活するとともに、市民に愛される公園としての整備

を進め、区民の集いの場を創造し地域コミュニティの活性化をめざします。 

2 計画の位置付け 

   「川崎市総合計画」は、2016年（平成 

  ２８年）３月に「成長と成熟の調和による 

持続可能な最幸のまち かわさき」（基本 

構想）の実現をめざし策定したもので、社 

会経済状況の変化等に柔軟に対応してい 

くために、今後概ね１０年間を対象として、 

５つの基本政策と２３の政策からなる「基 

本計画」と具体的な取組を定めた「実施計 

画」の３層で構成されています。 

   御幸公園梅香事業は、その中の幸区の 

  実施計画にある「地域の課題解決に向けた 

主要な取組」の中に「地域資源を活かした 
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まちづくりの推進」として、「御幸公園の魅力向上事業」が位置付けられてい 

ます。 

川崎市総合計画 実施計画【幸区】より

川崎市総合計画 計画期間より
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第2章 御幸の梅林（小向梅林）について

1 地理 

  江戸時代から１８８９年（明治

22年）の市制・町村制施行までの

橘樹郡小向村は、現在の小向、小向

町、小向東芝町、小向仲野町、小向

西町、東古市場の一部に亘る範囲に

なりますが、梅林は主に現在の小向

が中心でありました。 

現在の小向は、幸区の中央から東

よりの北端に位置し、大きく湾曲す

る多摩川と北、東に接しており、国

道１号線の多摩川大橋下流にあり、

全域が多摩川の河川敷にあり、川崎

ゴルフ練習場や少年野球場、川崎競

馬場小向厩舎在厩馬練習場、アール・エフ・ラジオ日本川崎幸放送局の送信用アン

テナなどが所在しています。 

２ 歴史 

【多摩川と梅の栽培】 

   多摩川は急流河川で、洪水のた

びにその流れを変え、現在に近い

流路になったのは、16 世紀末の

大洪水と言われています。 

江戸時代に耕地等に損害が出

た洪水は、平均約 6 年に 1 回の

割合で発生しており、１６１１年

（慶長１６年）に二ケ領用水が完

成したことで、川崎市域の耕地面

積は飛躍的に増加ましたが、小向

では耕地面積は変わらず、多摩川

沿いでは依然として洪水に見舞

われている状況でした。 川崎地名研究所所蔵：（財）日本地図センター発行 迅速測

図復刻版を一部着色

フランス式彩色図（明治１４年） 
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   梅の木は多少の浸水であれば耐えられることから、小向地区では江戸時代の寛文

年間（1661年～1672年）ごろに換金作物として植えられました。 

   明治初期には、塩漬け（梅干し）として加工した物は東京及び横浜の漬物屋へ、

青梅は東京本所の青物市場や横浜青物市場に出荷されていました。 

【観梅の名所】 

 観梅の名所として小向を有名にしたのは、１８８０年（明治１３年）2月に、「朝

野新聞」紙上に成島柳北が「小向村探梅ノ記」を 6 日から 8 日にかけて連載した

ことで、大きな反響を呼び、その後の同紙面において、多くの歌人、文人が相次い

で寄稿しました。このことによって、これまでは梅の実を生産して市場へ出荷する

のみであった小向の梅が、一躍、梅の名所として有名になりました。 

   「小向村探梅ノ記」を要約すると、「新橋からそう遠くないところに一大香の世

界あり。人は杉田の梅を称賛するが、杉田の梅はそれほど多くなく点在している。

小向は、梅の林が群生し幾重にも続いており、開花の時期にはそれが白雲のように

見える。」と記載されてあり、当時の小向梅林の規模や様子がうかがえます。 

【明治天皇の行幸】 

   １８８４年（明治１７年）3月１９日、明治天皇は徳大寺侍従長や山縣参議を始

めとした３０余名の地位の高い官職を伴い行幸されました。到着後の明治天皇は梅

林の中にある茶店「奥山榎本」で休憩をとり、その場所は「玉殿跡」と呼ばれ、梅

林の中の名所となりました。 
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【梅林の盛衰】 

  御幸（小向）の梅林は、江戸初期に小田原 

より運ばれ植樹された（※参照）との言い伝 

えがあり、一時約３０町歩（約３０ha）を占 

めるまでになりました。 

明治初期に２０町歩（約２０ha）あった   

梅林は、１８７１年（明治４年）の洪水に  

よって、７町歩５反（約7.5ha）まで減少 

してしまいました。 

明治天皇の行幸時の梅林は、７町５反、 

東京ドーム約１．５個分の広さの梅林であ 

りました。 

 このように有名な梅林でも、多摩川

の洪水や梅が老木となり縮小を余儀な

くされていきました。１９０４年（明

治３７年）ごろ、残った５００株につ

いても実が結ぶことが少なくなり伐採

されるところを、それを憂いた原三溪

によって、横浜本牧の三溪園に運ばれ

ていきました。 

※小田原の梅は歴史が古く、戦国時代の

武将、北条氏が統治していた以前から

梅の栽培が行なわれており、江戸時代

には「東海道中膝栗毛」などに梅漬が

小田原の名産品として登場しています。 

撮影：小串嘉男（１９５１年御幸梅林・乗馬）

明治天皇行幸時の梅林の株数は、３,７０４本で、主なものは、白加賀2,８１６本、

ヤツブサ３５０本、八重ヤツブサ２５０本、赤加賀２５０本でありました。  

（榎本家 明治天皇行幸に際しての下調べ書より） 
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【行幸の碑】 

  明治天皇の休憩をとった場所には、１９３１年（昭和6年）に「明治天皇臨幸

御観梅跡碑」が増山周三郎氏らによって建立されています。左面に「明治十七年

三月十九日行幸」、右面に「侍従長 鈴木貫太郎書」、裏面に「増山周三郎 建之」

と彫られています。 

※増山周三郎氏は、川崎の最初の近代工場である

「御  幸煉瓦製造所」の２代目であり、橘樹郡

郡会議員・御幸村村会議員、市制になってからは

市会議員にも選ばれ、御幸小学校の建築費用等も

寄付しています。 

撮影：小串嘉男（１９５１年御幸梅林、

明治天皇観梅の碑）

天皇の行幸によって、ますます有名になった「奥山榎本」には、多くの文人・

歌人（自称文人・歌人も含め）が訪れ、勝手に掛け軸に署名したり短冊を置い

ていったりしたとのことです。ただし、名の売れた人の物は、飾っておくとい

つの間にか無くなってしまったということでした。 
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第3章 現状と課題

１ 御幸公園の概要 

御幸公園は、幸区の都市公園では多摩川緑地の運動公園や夢見ヶ崎公園に次ぐ規

模の面積 30,028 平方メートルで、主に徒歩圏内に居住する者の利用に供するこ

とを目的として設置した地区公園です。 

  公園には、野球場（夜間照明付）や駐車場、広場、大型遊具、トイレ・管理事務

所、園路、梅の植栽、行幸の碑などがあり、今後多摩川管理事務所が設置される予

定です。 

また、御幸公園は、地震等による家屋の倒壊及び火災の危険な状況が鎮圧するま

での間、避難する広域避難場所と位置付けられており、停電時でも暗くならないよ

うソーラー照明などが設置されています。 

多

摩

川御幸球場 

河
川
交
流
館

大型遊具 

梅植栽地 

多
摩
沿
線
道
路

広場 

行幸の碑 

駐車場 

トイレ・管理事務所 
多摩川事務所予定地

園路

国道１号線 至 東京至 横浜
多摩川大橋
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2 梅植樹の現状 

以前の御幸公園は、巨木化した高木が多い上

に低い場所にあったため薄暗いイメージがあ

りましたが、２０１０年（平成２２年）から２

ヶ年をかけた高規格堤防（スーパー堤防）工事

によって、盛土と高木の伐採、多摩川とつなが

ったことで開けた明るい公園となりました。 

 梅の木は、平成２７年度に植樹した１２

本を含め、６０本ほどが行幸の碑の周辺に

植えられています。以前から植えられてい

た梅は、樹齢は定かではありませんが老木

が多く樹勢が衰えている状況です。 

また、その中で枯れているものが１０本、

木の半分程度が枯れていると思われるも

のが２５本程度あります。 

３ 課題 

 御幸公園梅香事業の計画を策定するにあたって、「御幸公園梅香事業推進会議」

やプロジェクト会議等で、梅林や公園についての課題を整理しました。 

 【地域の愛着】 

 明治天皇が行幸するほど、観梅の名勝であったことがあまり知られていない。 

【梅林の活用】 

 地域の資源が生かされていない。 

 【梅林の保全】 

観梅の名勝であった面影が残されていない。 

梅の本数が少ない。 

梅の育成がよくない。 

石が多く植樹に適していない。 

 【公園の整備】 

 広場に石が多く表面がでこぼこしている部分が多い。 

 高齢者などが利用できる施設が少ない。 
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 駐車場が少ない 

 日影にベンチが少ない。 

当時の梅林の魅力について、田山花袋の「梅の南郊  小向 」の一節には、「 ～六郷

川（多摩川）に添った形がちょっと他の梅林に見ることの出来ない風致があった。梅は今で

は見るかげもないが、その上の土手から見た六郷川の風景は、丁度中川に似て、そ 

れで中川より変化に富んでいる。川の大きく折れ曲がっているさまも趣致がある。 

白帆と梅林との調和も面白い。～ 」とあり、当時の梅林の面影を知ることがで 

きます。 
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第4章 計画の基本的な方向性

1 計画期間 

    ２０２４年（平成３６年）は、川崎市の市制１００周年にあたり大きな節目と

なることから、御幸公園梅香事業は平成３６年の市制１００周年に向けたものと

考えていました。しかしながら、梅の植樹後もこれからの御幸公園を市民の憩い

の場として、継続して地域コミュニティの活性化をめざすものであることから、

本市の総合計画に合わせ、計画期間を２０２5年度（平成３7年度）とし、計画

の見直し時期を２０２１年度（平成３３年度）とするものです。 

2 計画の考え方 

幸区の魅力であり資源の一つである御幸公園の梅林を市民とともに復活し、地

域への愛着を育み憩いの場を創造し地域コミュニティの活性化を図るため、３つ

の基本的視点によって検討を進めます。 

１） 歴史の「継承」 

 川崎市は多摩川に添って形成されています。御幸周辺も多摩川との深

い関わりがあり、またその多摩川の恵みによって、そして人の営みによ

る長い歴史の中で成り立っています。地域を知ることは、こうした先人

の労苦を知り積み重ねてきた歴史を知ることから始まります。 

 そして、その歴史や梅香事業の取組みを後世に伝えていくことが必要

であるとともに、認知度の向上を図り多くの人々に参加を募る取り組み

が必要です。 

２） 梅林の「復活」 

幸区の資源であり財産である御幸の梅は、現在その面影をあまり見る

ことができません。地域のシンボルとして、市民との協働による梅林の

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年 平成３２年 平成３３年 平成３４年 平成３５年 平成３６年 平成３７年

計画期間

御幸公園
梅香事業
推進会議
の発足

計画の策
定

区政５０周
年

市制１００
周年
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復活が求められます。 

梅林や梅の取組みを通して、市民と様々な連携や協働を進め地域コミ

ュニティの活性化を図る必要があります。 

３） 世代間交流の「場」 

       梅林の復活に伴う整備はもちろんのこと、御幸公園の公園機能を活かす     

      多面的な整備が求められています。 

       様々な用途で、様々な世代の人々が、集い・楽しめる環境の整備が必要 

です。 

       また、災害時などの危機管理の視点での整備も必要です。 

在りし日の梅林については、大町桂月の「小向梅林の跡 －南郊の梅 」の一節には、

「 ～三つ並び居りし梅園、一つ減り、二つ減り、終にこの春に至りて、残りし一園 

の梅も、富豪に買いとられて、横浜に行けりといふ。やれやれ、南郊の名勝、一つ 

減りたり。～ 」とあります。
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3 計画の基本目標 

   御幸公園梅香事業の実現に向けて基本的視点を踏まえ、計画に 7 つの基本目標

を位置づけます。 

     首都圏で有名であった御幸（小向）梅林は、明治後期に無くなり既に１００

年以上経過しています。川崎市で梅林と聞かれても、御幸（小向）の名称を思

い浮かべる方は少数になっています。 

     郷土の財産である梅林について、その存在の認知度を上げるよう、また梅香

事業の取組みの広報活動を通して、地域の魅力発信に努めます。 

     現在では御幸公園でしかその面影を見ることが出来ない梅林ですが、梅林の

歴史は江戸時代から二百数十年、観梅の名所としても全国的に有名になった歴

史があります。 

     歴史を学ぶことは、これからの未来に向けて新しい意味や価値を再発見する

ことです。地域の歴史を知り、地域への愛着や誇りを育むことができるよう、

歴史や地名の由来についての講演会等の学ぶ機会を創設します。 

基本目標  

   （１） 魅力の発信 

          （２） 歴史を学ぶ 

          （３） 梅林の復活 

          （４） 梅の活用 

          （５） 梅林の保全 

          （６） 思い出の伝承 

          （７） 公園の利用促進 

（１） 魅 力 の 発 信 

（２） 歴 史 を 学 ぶ 
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     川崎市の観梅の名所として、また地域のシンボルになるよう市民とイメージ

を共有し整備デザインを検討します。 

     また、植樹に関しては、より円滑に樹木数が増加できるように、事業の連携

や各種団体からの助成を用いるとともに、市民の寄付による植樹手法も検討し、

魅力ある梅林づくりを推進します。 

     市民とともに植樹し育んできた梅は、観梅の存在だけではなく梅の実やそれ

に携わってきた地域の人達も地域の大きな財産です。 

御幸公園を中心に区民が集い・交流を深めるため、御幸公園の梅林、梅の果実

などを活用した様々な取組みやイベントを地域の皆さんと協働で推進し、世代間

交流や地域コミュニティの活性化に努めます。 

     現在、幸区の公園緑地は、町内会や自治会等を中心とした２９の公園緑地愛

護会と７９の管理運営協議会による日常的な維持管理活動によって支えられて

います。 

御幸公園についても、市民協働によるきめ細かい維持管理のみならず、地域コ

ミュニティの核としての公園の利活用も目的として、管理運営協議会の設立をめ

ざします。 

     御幸梅林を後世に伝えていくためには、子どもたちの記憶に残る取り組みが

必要です。学校教育と連携して、御幸公園の場所を活用した取組やイベント、

（３）梅 林 の 復 活 

（４） 梅 の 活 用 

（５） 梅 林 の 保 全 

（６） 思 い 出 の 伝 承 
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総合学習等での梅林の歴史などを学び記憶に残すことで、思い出としても次世

代に受け継いでいけるよう取組みを進めます。 

   御幸公園を地域コミュニティの場として利用していただくためには、幅広い年

齢層の様々な用途に対応した公園機能が求められます。観梅や梅の収穫イベント

のほか、公園機能としての広場や運動施設の整備、そして健康関連施設の充実を

図ります。 

また、御幸公園は、広域避難場所に指定されていることや国道１号線と多摩沿

線道路の交差部に位置することから災害時の帰宅困難者対策今後の防災ニーズ

に沿って必要な整備を検討します。 

（７） 公 園 の 利 用 促 進 
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第５章 推進計画 

（１）情報発信 

様々な機会や手法を通して、御幸梅林の存在を浸透させるとともに、御

幸公園梅香事業の情報発信を推進します。 

① ホームページによるPR 

・梅香事業や御幸の歴史、事業の進捗状況などについて、幸区役所のホ

ームページを用いて発信していきます。 

② 市政だより等による広報 

・川崎市政だよりや様々な広報等の機会を活用して、広く御幸公園梅香

事業の情報発信を進めます。 

（２）写真展の開催 

梅やかつての小向梅林の写真の展示によって、梅や地域の魅力を発信   

します。 

① 梅林写真展の開催 

      ・写真展の開催によって、梅の名所としての復活をめざす梅香事業の取組

みを知ってもらうとともに、梅の良さの再認識や市民の各々が持つ御幸

梅林のイメージを膨らませていきます。 

②  回顧展の開催 

・月日の経過とともに薄れていく梅林の姿、その面影のある貴重な写真を

掘り起し貴重な歴史資料として展示し、かつての梅林の魅力を発信しま

す。 

本計画の実現にあたっては、市民・企業・学校・行政の協働が前提にな

り、それぞれが連携して、具体的な取組みを推進する必要があります。 

 また、今後本章に示す推進計画に基づき事業展開を図りますが、実施に

あたっては、詳細な関係機関との調整が必要となります。 

１．魅 力 の 発 信 
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（１）講演会等の開催 

      地域への愛着や誇りを育むことができるように、郷土史研究家や歴史学

者などによって、御幸地区の歴史や文化、地名の由来などをテーマに講演

会を開催します。 

① 歴史講座テーマ 

 ・「小向梅林と御幸地区の歴史」 

 ・「榎本家資料が語る明治時代の小向梅林」 

 ・「川崎市の近代化と幸区」 

② 地名講座テーマ 

・「地名から見た幸区」 

開催予定 

２．歴 史 を 学 ぶ 

テーマ 小向梅林と御幸地区の歴史①　～江戸時代から明治天皇行幸まで～　

開催日 １１月８日（火）　１３：３０～１６：００

場所 幸区役所４階　第３会議室

講師 長島　保（郷土史研究家・２０１５年度川崎文化賞受賞）

内容

明治天皇の行幸を中心に、江戸時代からの御幸地区の歴史（梅生産と江戸
市中への出荷、川崎宿中興の功労者・田中丘隅、多摩川の氾濫など）につ
いて

テーマ 小向梅林と御幸地区の歴史②　～明治天皇行幸から現在まで～　

開催日 １２月６日（火）　１３：３０～１６：００

場所 幸区役所４階　第４会議室

講師 長島　保（郷土史研究家・２０１５年度川崎文化賞受賞）

内容
明治天皇の行幸以降の御幸地区の近代化の歴史（近代工場の進出と川崎の
近代化を牽引など）について

テーマ 地名から見た幸区

内容
全国的にみた「幸」地名と由来、明治天皇行幸に由来する全国的な地名、
明治天皇の行幸と歴史的意義などについて

テーマ 榎本家資料が語る明治時代の小向梅林

内容
榎本家資料（奥山榎本で使用されていた盃「行幸廼梅」・扁額・お品書
き・版木、梅林取調書など）から当時の小向梅林の様子をさぐる。

テーマ 川崎市の近代化と幸区　～小向梅林衰退後の御幸地区～

内容

御幸煉瓦製造所、横浜製糖（明治製糖）、明治製菓川崎工場、東京電気
（東芝）などの近代工場進出と川崎市の近代化・工業化を牽引した幸区・
御幸地区を日本の近・現代史・産業史の視点からみる。

2016年度

平成２８
年度

２０１７年度
平成２９
年度

２０１８年度
平成３０
年度

２０１９年度
平成３１
年度
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（１）梅林の整備方針 

（２）市民の梅林づくり（寄付等） 

（３）様々な手法による植樹 

① 河川財団の助成金の活用 

② １００万本植樹運動事業との連携 

１） 内容 

御幸公園やその梅林、梅の果実を活用した取り組みを市民と協働で推進

する 

２） 手法 

・ 場所、景色を活かす 

・ 果実を活かす 

・ 花を活かす 

３） 詳細 

・ 梅まつり、野点、句会等の開催、絵画コンクール 

・ 梅の実加工のお菓子、ジャム、梅干し等 

・ 観梅の PR 

１） 内容 

３．梅 林 の 復 活 

４．梅 の 活 用 

５．梅 林 の 保 全 

作成中です。

作成中です。

作成中です。
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市民とともに維持管理手法を研究し、協働で梅林を育んでいく 

２） 手法 

管理運営協議会等の設立 

３） 詳細 

【区民】下草刈り、簡易剪定、掃除 

【行政】施肥、害虫防除等 

１） 内容 

御幸梅林を後世に伝えていくため、子どもの記憶に残る取り組みを進

める。 

２の「歴史を学ぶ」と相互に関連 

２） 手法 

小学校、中学校等と連携した取り組みの推進 

３） 詳細 

写生、スケッチの場としての活用、総合的な学習の郷土史学習、 

国語の俳句、短歌づくりの場としての活用など 

１） 内容 

 幅広い年齢層に地域コミュニティの場として利用していただけるよ

うに、健康関連施設の充実を図る。 

既に防災関連施設の整備はされているところであるが、必要であれば

整備を行う。 

６．思 い 出 の 伝 承 

７．公 園 の 利 用 促 進 

作成中です。

作成中です。
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２） 手法 

健康関連施設の整備 

３） 詳細 

健康器具の設置、ウォーキングルートの設定等 
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第６章 計画の実現に向けて 

1 区民協働 

    地域の課題を自ら発見し解決する区民協働の取り組みとして、また区民の地域

への愛着と誇りを持ち郷土の歴史や文化を継承していくためにも、「御幸公園梅

香事業」では、各プロセスにおいて区民との協働で事業を推進していく必要があ

ります。 

    御幸公園については、これまで公園管理者である川崎市が維持管理を行ってき

ましたが、今後は、推進会議を通して地域住民、地域企業及び川崎市が協働して

活動していける仕組みづくりが必要です。 

    行政としても、これまで以上にその責任を果たしつつ、御幸公園の魅力向上に

向けて取り組むことが求められています。 

    また、協働による事業推進の拠点として区単位の事業展開や区役所機能に注目

することも重要です。区の総合調整機能を活かしつつ、地域との連携を取りなが

ら、区レベルでの協働による事業推進を図っていくことも必要です。 
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2 協働のイメージ 

協働のかたち 

計画づくり 地元町内会や老人クラブ、子ども会代表、企業、観光協会等からな

る「御幸公園梅香事業推進会議」で協議・検討

整備 寄付による植樹

運営 各種イベント等について、「御幸公園梅香事業推進会議」

を中心とした区民参加による実行委員会によって運営

維持管理 地域の皆さんと管理運営協議会を設立

計画の

進行管理
「御幸公園梅香事業推進会議」で進行管理

協働のイメージプロセス

行政 

町内会 

自治会 

市民活動

団体企業 
教育機関 

企業 
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3 推進計画の進行管理と評価 

御幸公園を核として、区民の集いの場を創造し地域コミュニティの活性化

をめざすために、行政が事業として推進していく側面と、市民・企業等の自

発的な活動で事業を推進していくという 2 つの側面で梅香推進計画を推進し

ていく必要があります。また、時代状況の変化が急速な現代にあっては、計

画で設定した推進施策等の見直しも求められます。 

そのため、今後も市民・企業、川崎市等様々な主体からなる「梅香事業推

進会議」により、毎年の課題整理や進行管理などを行うほか、計画の見直し

に際しては、計画（Plan）・実行（Do）・評価（Check）・改善（Action）の

PDCA サイクルに基づき、より市民の意見を反映できるよう実施していきま

す。 

Plan（計画） 

・推進計画 

・重点プロジェクト 

Do（実行） 

・推進計画の推進 

・重点プロジェクトの執行 

Check（評価） 

・課題・成果の把握 

・進捗状況等の把握 

Action（改善） 

・進行管理の見直し 

・計画の見直し 

公表 報告 

意見 

市民 推進会議 

意見 
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小向梅林と御幸地区の歴史
「御幸地区の歴史・文化」講演会

幸区の北側に位置する小向一帯は、明治時代に梅の名所として有名になり、観梅
のため明治天皇が行幸された歴史があります。

幸区役所では、郷土の歴史の継承と、地域資源を活かした取組を、区民と協働で実
施する「御幸公園梅香事業」を進めています。

この度、御幸地区の歴史・文化を広めるための取組として、「小向梅林と御幸地区の
歴史」をテーマに２回の連続講座を開催します。

幸区役所道路公園センター 電話044（544）5500

幸区役所、御幸公園梅香事業推進会議

幸区役所「御幸公園梅香事業」

主催

問合せ先

電話、FAX、メールにてお申し込みください
（申込用紙はうら面に）

資料６



申込先 幸区役所道路公園センター
FAX 044（556）1650

メール 63dousei@city.kawasaki.jp

幸区役所
■会場案内
住所 〒212－8570 幸区戸手本町1－１１－１

■交通案内
電車：JR南武線矢向駅から徒歩１５分

鹿島田駅から徒歩20分
バス：川崎市バス７１系統「幸区役所入口」下車

川崎市バス６３、６４、６６、８３系統、
臨港バス６０系統「市立商業高校前」下車

※御提供いただいた個人情報は「御幸地区の歴史・文化」講演会の開催・運営のためにのみ使用し、
目的外には一切使用しません。また、必要がなくなり次第、速やかに廃棄、消去します。

「御幸地区の歴史・文化」講演会
参加申込書

参加者氏名 住所 電話番号 出席回
（○をおつけください）

1回目・2回目

1回目・2回目

1回目・2回目

1回目・2回目



「市民１００万本植樹運動」御幸公園植樹祭の開催について（案） 

１ 趣 旨 

平成２２年度から「ひろげよう！つなげよう！緑のミリオンムーブメント」をスローガンに

市民・事業者・行政の協働による市域に１００万本の植樹を目指す「市民１００万本植樹運

動」を実施しています。その取組の一環として、毎年、都市緑化月間（１０月）に植樹祭を行

っており、今年度は、幸区の「御幸公園梅香事業」と連携して開催します。 

また、同時に緑化基金・緑地保全等における感謝状贈呈に関する取扱要領に規定する対象者

に対し、感謝状の贈呈を行います。 

２ 開催日時・開催場所 

平成２８年１０月２９日（土） １０：００～１２：００   ※小雨決行・荒天中止 

御幸公園（幸区東古市場１） 

３ 参加予定人数

約２００人 

４ 参加予定者 

川崎市長・市議会正副議長・市議会議員（まちづくり委員会・総務委員会・幸区選出） 

幸区町内会連合会会長・幸区「御幸公園梅香事業推進会議」委員・その他来賓 

西御幸小学校児童 他 

５ タイムスケジュール（予定） 

10 時    開会後挨拶（市長・市議会議長） 

10 時 15 分 来賓・協力団体の紹介 

10 時 20 分 緑地保全等における功労者への感謝状贈呈式（市長） 

10 時 30 分 御幸公園梅香事業についての説明（幸区長） 

10 時 40 分 市長、市議会議長、幸区町内会連合会会長等及び児童による梅の記念植樹 

10 時 50 分 参加者による植樹（梅、ヤマブキ他） 

11 時 30 分 閉会  

６ 植樹予定の樹種及び本数 

・梅【記念植樹用】５本（予定） 

 ・梅、ヤマブキ、レンギョウ、ユキヤナギの苗木 各１００本 合計４００本（予定） 

７ 主 催 

  川崎市 

事務局 川崎市建設緑政局緑政部みどりの協働推進課

資料７



市民１００万本植樹運動事業植樹祭の概要 

ヒートアイランド現象の緩和や都市景観の向上などに向けて、平成 17 年度

に「市民による 10 万本植樹」を提案し、1年 1万本の 10 年計画で市民、事業

者、行政がグラウンドワークにより植樹を実施してきました。 

平成 22 年度、全国植樹祭が神奈川県で開催され、川崎市においても生田緑

地をサテライト会場として植樹祭を開催しました。これを契機として、これま

での 10 万本植樹から、市民総ぐるみによる「市民 100 万本植樹運動」として

再スタートし、市制施行 100 周年にあたる平成 36 年までに 100 万本の植樹を

目指しています。 

その市民 100 万本植樹運動のイベントとして、毎年、都市緑化月間（10 月）

に植樹祭を開催しています。 

１ 計画期間 

  平成２２年度～平成３６年度 

２ 事業目標 

  １００万本植樹 

３ 植樹実績 

約７９万８千本（平成 28 年 3 月 31 日時点） 

４ 過去の植樹祭会場 

  平成２２年 生田緑地もみじ谷（多摩区） 

  平成２３年 黒川よこみね特別緑地保全地区（麻生区） 

平成２４年 久末城法谷緑の保全地域（高津区） 

平成２５年 菅生ケ丘特別緑地保全地区（宮前区） 

平成２６年 生田緑地西口園路（多摩区・県と共同開催） 

平成２７年 黒川海道特別緑地保全地区（麻生区） 



御幸公園梅香事業実施要綱

（目的）

第１条 幸区の魅力ある地域資源の一つであり、明治天皇が観梅に行幸された御幸公園

において、豊かな緑、文化、芸術、歴史等の特徴を活かしながら、区民の地域への愛

着と誇りを育んでいくため、様々な主体との連携及び協働を通して、賑わい及び彩り

豊かな「御幸公園梅香（うめかおる）事業」（以下「梅香事業」という。）を実施す

る。

（実施場所）

第２条 梅香事業の実施場所は、次のとおりとする。

幸区東古市場１ 御幸公園内

（梅香事業の内容）

第３条 梅香事業の内容は、次の各号に掲げる事項とする。

(1) 地域との協働事業に関すること。

(2) 学校との連携事業に関すること。

(3) 梅林の保全に関すること。

(4) 梅林の活用に関すること。

(5) 御幸地区の歴史・文化に関すること。

(6) イベント等の企画及び実施に関すること。

(7) 梅の植樹に係る寄付に関すること。

(8) その他必要な事項に関すること。

（御幸公園梅香事業推進会議）

第４条 梅香事業を実施するに当たり、御幸公園梅香事業推進会議を設置する。

（その他）

第５条 この要綱の定めのない事項については、区長が定める。

附 則

 この要綱は、平成２７年８月２５日から施行する。

参考資料1



御幸公園梅香事業推進会議設置要綱

（目的及び設置）

第１条 御幸公園梅香事業実施要綱第４条に基づき、御幸公園梅香事業（以下「梅香事

業」という。）を地域住民とともに協働して推進するため、御幸公園梅香事業推進

会議（以下「推進会議」という。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 推進会議は、次の各号に掲げる事項を所掌する。

(1)  地域との協働事業の検討

(2)  学校との連携事業の検討

(3)  梅林の保全に関する意見集約

(4)  梅林の活用に関する検討

(5)  御幸地区の歴史・文化に関する調査・研究

(6)  イベント等の企画の検討

(7)  梅の植樹に係る寄付手法の意見集約

(8)  梅香事業に関する調査・研究

(9)  事業報告書案の集約

(10) その他必要な事項

（構成）

第３条 推進会議は、別表に掲げる者をもって構成する。

２ 委員長は、区長をもって充てる。

３ 副委員長は、道路公園センター所長をもって充てる。

４ 委員長は、会務を総理する。

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。

６ 第１項に掲げる構成員のほか委員長が必要と認める場合は、関係者の出席を求め、

意見を聴くことができる。

（推進会議）

第４条 委員長は、必要に応じて推進会議を招集し、その議長となる。

２ 委員は、推進会議に出席できないときは、その指名する者を代理で推進会議に出席

させることができる。

参考資料2



（事務局）

第５条 推進会議の事務局は、幸区役所道路公園センターに置く。

（その他）

第６条 この要綱に定めのない事項については、委員長が定める。

附 則

 この要綱は、平成２７年８月２５日から施行する。

別表（第３条関係）

 所属団体等 

１ 町内会・自治会

２ 幸区老人クラブ連合会

３ 幸区こども会連合会

４ 幸観光協会

５ 幸区スポーツ活動連合振興会

６ 企業

７ 市立小学校

８ 教育委員会

９ 区長

10 道路公園センター所長



委員

所属団体等 氏名 役職

1 幸区町内会連合会 鏑木　茂哉 会長

2 古市場町内会 金井　弘年 町内会長

3 小向仲野町新生会 佐野　昇 町内会長

4 幸区老人クラブ連合会 佐藤　例藏 会長

5 幸区子ども会連合会 神谷　厚子 副会長

6 幸観光協会 深瀬　幹男 会長

7 幸区スポーツ活動連合振興会 君和田　孝 会長

8 株式会社東芝　小向事業所 永田　健二 総務部総務担当グループ長

9 市立小学校 高木　充 西御幸小学校校長

10 教育委員会文化財課 服部　隆博 課長

11 上野　葉子 区長

12 吉濵　匡孝 道路公園センター所長

事務局

所属 氏名 役職

1 箕輪　秀生 整備課協働推進担当課長

2 笠原　康顕 管理課庶務係長

3 藤間　昭博 管理課庶務係主任

4 長谷川　祐馬 管理課職員

5 田中　昭子 整備課公園整備係長

6 安達　大輝 整備課職員

7 山下　麻美 整備課職員

「御幸公園梅香事業」推進会議　名簿

幸区役所

幸区役所道路公園センター

参考資料3



平成２８年度御幸公園梅香事業実施計画（案）

(1)地域との
協働事業

1 絵画コンクール
や写真展など

2 市立総合科学
高校との連携に
よる魅力発信

デザインポス
ター、モニュメン
ト

3 収穫祭への参
加

4 学校への梅植
樹促進

5 学校における
梅の学習

6 梅の品種の検
討

梅の植樹
（8本程度）

7 植栽範囲、配
置の検討

既存梅への施肥等

8 地域による維
持管理

維持管理手
法、体制の検討

9 梅の実の加工 お菓子、ジャ
ム、梅干等

10 梅加工品の販
売

販売手法の検
討

11 地名講座 「御幸」という地
名（地名研究所）

12 歴史講座 「小向梅林」

13 梅まつりの開催 ハーフ,区制50周
年,市制100周年

14 伝統文化・芸
能などの実演

野点、句会、囃
子等

15 写真展

(7)梅の植
樹に係る寄
附

16 梅の植樹のた
めの寄附

(8)その他 17 他の梅林の視
察

18 梅林の名称

御幸公園梅
香事業推進
計画

- 推進計画の策
定

推進会議 - 年4回程度

景品代相当
（銘入りボールペン
等）

運営支援、郵便料等

謝礼、会場代等

(6)イベント
等の企画及
び実施

(4)梅林の
活用

(5)御幸地
区の歴史・
文化

平成28年度

(3)梅林の
保全

事業名 No 内容（案） 具体例
4 5 38 9 10 11 12

(2)学校との
連携事業

6 7 1 2

植栽範囲、配置等の検討

（第５回会議）

学校等と調整、実施

平成28年度実施内容の決定

（第5回会議）

工事（市施工）

第5回会議

5月25日

事業内容の検討

梅の品種の検討、決定

（第6回会議）

※ アイデアがあればその都度、会議内で議論する

（地域の協力店等への打診等）

詳細検討

（文化財課、事務局）
11/8PM

第１回

講演会開催

12/6PM

第2回

講演会開催

手法の提案

（第5回会議）

平成28年度

梅林視察の実施

（第8回会議）

企画（第6回会議）
写真募集期間

（3月～4月）※展示はH29

第6回会議

8月25日
第7回会議

11月上旬

第9回会

議

委員への

素案の提示

（第6回会議）

案の提示

（第7回会議）
計画の策定資料の収集

関係機関との調整

視察場所の検討 視察場所の決定

実施

学校等と調整、実施

※ 実施内容、実施時期は学校のカリキュラム等と調整して決定

ハーフイベントを目指して平成30年度に検討

平成30年度からの植樹に向けて検討

維持管理内容の洗い出し（第５回会議）

試食会（第7回会議） ※全国の名産を集める

広報等

平成30年度以降に検討

ハーフイベントにあわせて、平成29年度から検討

ハーフイベントにあわせて、平成29年度から検討

具体的な管理手法等の検討

学校のカリキュラムにあわせて、検討

9月末

計画に対する

参考資料4



計画期間の主な取組(案）H27～H36

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36
8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(1)地域との
協働事業

1 絵画コンクール
や写真展など

2 市立総合科学
高校との連携に
よる魅力発信

デザインポス
ター、モニュメン
ト

3 収穫祭への参
加

4 学校への梅植
樹促進

5 学校における
梅の学習

6 梅の品種の検
討

7 植栽範囲、配
置の検討

8 地域による維
持管理

維持管理手
法、体制の検討

9 梅の実の加工 お菓子、ジャ
ム、梅干等

10 梅加工品の販
売

販売手法の検
討

11 地名講座 「御幸」という地
名（地名研究所）

12 歴史講座 「小向梅林」

13 梅まつりの開催 ハーフ,区制50周
年,市制100周年

14 伝統文化・芸
能などの実演

野点、句会、囃
子等

15 写真展

(7)梅の植
樹に係る寄
附

16 梅の植樹のた
めの寄附

(8)その他 17 他の梅林の視
察

18 梅林の名称

推進会議

備考具体例内容（案）No H29H28H27事業名

(6)イベント
等の企画及
び実施

(5)御幸地
区の歴史・
文化

(3)梅林の
保全

(4)梅林の
活用

(2)学校との
連携事業

梅の種類、植栽範囲、配置等の検討

梅の植樹（市施工）

学校等と調整、実施

※ 内容は推進会議での意見を踏まえ、学校と調整し決定する

検討
11/8,12/6実施

手法検討・しくみづくり
寄付受付

区制

50周年

市制

100周年

第2回 年4回程度実施

視察 視察

名称の検討

梅の植樹（市施工）

維持管理の検討（体制等）

検討 実施

梅の植樹（市施工）

企画

実施

第4回（3/2）

1 平成27年度梅林視察の

報告

2 平成２８年度御幸公園梅

香事業実施計画（案）

3次回推進会議の開催に

ついて

第4回 第5回 第6回 第7回 第9回

事業内容の検討・実施

第5回（5/25）

1 梅植栽範囲と配置につ

いて

2 講演会について

3 寄附について

4 「御幸公園梅香事業推

進計画」について

第6回（8/25）

1 梅の品種について（案）

2 写真展について（案）

3 現地視察について

4 梅香事業推進計画(案)について

第3回推進会議

視察（2/22）

（梅林の将来

イメージの共

第8回推進会議

視察（2月中旬～3月）

ハーフイベント

第3回 第8回

第1回

募集企画

試食会 試食会

学校等と調整、実施

検討、実施

検討 実施

学校等と調整、実施

検討 実施

展示

第7回（11月上旬）

1 梅香事業推進計画（案）について

2 現地視察について

3今後のスケジュール

第2回（11/10）

1 梅香事業の要綱につい

て

2 梅香事業推進計画(案)

について

3 現地視察について

4今後のスケジュール

第1回（8/25）

1 梅香事業の要綱につい

て

2 梅香事業の検討項目

3 現地視察について

4今後のスケジュール

第9回（3月上旬）

1 平成27年度梅林視察の報告

2 平成28年度御幸公園梅香事業実

施計画（案）について

3今後のスケジュール

H29/1月

梅香事業推進計画策定

広報



計画期間の主な取組(案）H27～H36

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36
8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(1)地域との
協働事業

1 絵画コンクール
や写真展など

2 市立総合科学
高校との連携に
よる魅力発信

デザインポス
ター、モニュメン
ト

3 収穫祭への参
加

4 学校への梅植
樹促進

5 学校における
梅の学習

6 梅の品種の検
討

7 植栽範囲、配
置の検討

8 地域による維
持管理

維持管理手
法、体制の検討

9 梅の実の加工 お菓子、ジャ
ム、梅干等

10 梅加工品の販
売

販売手法の検
討

11 地名講座 「御幸」という地
名（地名研究所）

12 歴史講座 「小向梅林」

13 梅まつりの開催 ハーフ,区制50周
年,市制100周年

14 伝統文化・芸
能などの実演

野点、句会、囃
子等

15 写真展

(7)梅の植
樹に係る寄
附

16 梅の植樹のた
めの寄附

(8)その他 17 他の梅林の視
察

18 梅林の名称

推進会議

事業名

(6)イベント
等の企画及
び実施

(5)御幸地
区の歴史・
文化

(3)梅林の
保全

(4)梅林の
活用

(2)学校との
連携事業

備考具体例内容（案）No H29H28H27

梅の種類、植栽範囲、配置等の検討

梅の植樹（市施工）

学校等と調整、実施

※ 内容は推進会議での意見を踏まえ、学校と調整し決定する

検討
11/8,12/6実施

手法検討・しくみづくり
寄付受付

区制

50周年

市制

100周年

第2回 年4回程度実施

視察 視察

名称の検討

梅の植樹（市施工）

維持管理の検討（体制等）

検討 実施

梅の植樹（市施工）

企画

実施

第4回（3/2）

1 平成27年度梅林視察の

報告

2 平成２８年度御幸公園梅

香事業実施計画（案）

3次回推進会議の開催に

ついて

第4回 第5回 第6回 第7回 第9回

事業内容の検討・実施

第5回（5/25）

1 梅植栽範囲と配置につ

いて

2 講演会について

3 寄附について

4 「御幸公園梅香事業推

進計画」について

第6回（8/25）

1 梅の品種について（案）

2 写真展について（案）

3 平成28年度梅林視察について

4寄附等について（案）

5 梅香事業推進計画(案)について

6 今後のスケジュール

第3回推進会議

視察（2/22）

（梅林の将来

イメージの共

第8回推進会議

視察（2月中旬～3月）

ハーフイベント

第3回 第8回

第1回

募集企画

試食会 試食会

学校等と調整、実施

検討、実施

検討 実施

学校等と調整、実施

検討 実施

展示

第7回（11月上旬）

1 梅香事業推進計画（案）に

ついて

2 現地視察について

3今後のスケジュール

第2回（11/10）

1 梅香事業の要綱につい

て

2 梅香事業推進計画(案)

について

3 現地視察について

4今後のスケジュール

第1回（8/25）

1 梅香事業の要綱につい

て

2 梅香事業の検討項目

3 現地視察について

4今後のスケジュール

第9回（3月上旬）

1 平成27年度梅林視察の報告

2 平成28年度御幸公園梅香事業実

施計画（案）について

3今後のスケジュール

H29/1月

梅香事業推進計画策定

広報

参考資料5
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会 議 摘 録 

会議名称 御幸公園梅
うめ

香
かおる

事業第５回推進会議

日 時 平成２８年５月２５日（水） １５：３０～１７：００

会 場 幸区役所４階第３会義室

出席者 【委員】

上野区長（委員長）、道路公園センター 吉濱所長（副委員長）

金井委員、佐野委員、佐藤委員、神谷委員、深瀬委員、君和田委員、永田委員

服部委員

【関係者】

 総務課 吉原係長、原田職員

【事務局】

道路公園センター 管理課 笠原係長、藤間主任、長谷川職員 

整備課 箕輪担当課長、田中係長、山下職員、安達職員

欠席者 鏑木委員、高木委員

傍聴者 ５人

配布資料 議事次第

資料１  梅の整備方針（案）について

資料２  梅の維持管理について

資料３  「御幸地区の歴史・文化」講演会について

資料４  御幸公園梅香事業に関する寄附について

資料５  「御幸公園梅香事業推進計画」について（案）

参考資料１  御幸公園梅香事業実施要綱 

参考資料２  御幸公園梅香事業推進会議設置要綱 

参考資料３  「御幸公園梅香事業」推進会議名簿 

参考資料４  平成２８年度御幸公園梅香事業実施計画（案） 

参考資料５  計画期間の主な取組（案）Ｈ27～Ｈ36 

参考資料６  御幸公園梅香事業第４回推進会議摘録

議 題 (1) 梅の整備方針（案）について  

(2) 梅の維持管理について  

(3) 「御幸地区の歴史・文化」講演会について  

(4) 御幸公園梅香事業に関する寄附について 

(5) 「御幸公園梅香事業推進計画」について 

(6) 次回推進会議の開催について 

決定事項 ◎「御幸地区の歴史・文化」講演会を 11月 8 日(火)と 12 月 6 日(火)に開催する。

参考資料6
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◎次回会議は、第一候補 8 月 25 日(木)、第二候補 8 月 23 日(火)に開催する。時間

は 15時半からとする。 

会議の内容 

及び 

主な発言 

１ 開会  

○紹介 

・古市場小学校の水谷教頭が異動されたため、今回より西御幸小学校の高木校長に

委員をお願いすることとなった。 

・事務局から、１人ずつ自己紹介を行った。 

○委員長あいさつ 

梅香事業推進会議は、昨年度からスタートし、視察を含めてこれまで４回開催した。

今年度は「梅香事業推進計画」を策定したいと考えている。推進計画は市政 100 周

年となる平成 36年度までの今後約 10 年間における目標となるため、大切な一年と

なる。忌憚のないご意見を頂きたい。この事業が区民に浸透するよう願っている。

ぜひ御協力御支援をよろしくお願いしたい。 

２ 議題 

(1) 梅の整備方針（案）について  

資料１について、事務局から説明を行った。 

ア 梅の配置について 

○混植のデメリットはなにか。 

 ←かつての小向梅林をイメージしにくい。 

○実の収穫のためには、混植の方が効率は良いのか。 

 ←花梅、実梅のみでも何種類もあるため、別々でも問題ない。 

○実梅を収穫することを考えると、実梅と花梅を分けたほうが良いのではないか。

○一定程度、同じ品種を集めた場所を作った方が良いのではないか。 

○長い期間楽しめるように、混植していた方が良いのではないか。 

○混植の方が、人が多く集まる時期には人が散らばって良いのではないか。 

⇒実梅・花梅を分けて植えるか、混植とするかは意見が分かれたため、皆様の意見

を参考にして事務局案を作成し、次回再提案することとなった。 

イ 植栽地の設えについて 

○散策することを考えると散策路があった方が良いのではないか。 

○梅はデリケートなので根に影響を与えないように、柵があった方が良いのではな

いか。 

○ベンチの配置によっては、人が通る場所を誘導出来るので柵はいらないのではな

いか。 

○多摩川管理事務所予定地とあるがこれはなにか。 

 ←現在は等々力緑地内にあるが、等々力緑地整備の関係で御幸公園へ移転する予



3 

定である。15 名ほどの職員がおり、作業員もいることから、除草などの陳情に

対応出来ることが期待される。 

○御幸球場のフェンスが低く危険なのでは。 

 ←３塁側については整備計画があり、現在取り組んでいる。 

⇒柵を設けたほうが良いとの意見が多数だったことから、柵等を設ける方向とす

る。 

ウ 植栽間隔について 

○本数が多い方が楽しめるのでは。 

○広い方が根を踏むことがないのでは。 

○実をならせるには、梅の木は大きくなるから間隔が広い方が良い。 

⇒本数についても意見が分かれたため。皆様の意見を参考にして、最終的には事務

局が決定させていただく。 

(2) 梅の維持管理について  

梅の実の収穫のために必要と考えられる維持管理作業について、事務局から資料２

により説明を行った。収穫や、イベントとして受粉、簡易的な剪定など市民の方に

お願いしたいと考えている。 

○資料では、摘果が４月頃のみとなっているが、花を摘む作業もある。 

○除草をすれば御幸球場を優先的に使えるなどの特典をつけることが出来れば、人

が集まりやすくなるのではないか。 

○多摩川美化活動のなかで除草はできないか。 

←どういうメンバーにやってもらうか、道具など検討する必要がある。 

←芝の間に生えてくる雑草を抜いてくれると非常に助かるので、検討の余地があ

ると考えられる。 

(3) 「御幸地区の歴史・文化」講演会について  

資料３について、事務局から説明を行った。 

○土日は忙しいため、平日の方が良い。 

11 月 8 日(火)と 12 月 6日(火)に開催することとなった。 

(4) 御幸公園梅香事業に関する寄附について 

資料４について、総務課職員から説明を行った。 

○プレート式は盗難や破損が懸念される。 

○梅の木一本一本にプレートを付けると寄附金額が高額になり、寄附してくれる人

が限られてしまう。気持ちがある人が簡単に出せなくなってしまう。 

←小さい金額から大きい金額まで受け入れる方向で考えていく。 
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○実梅を花梅で区別はあるのか 

←プレートの種類を区別することは考えていない。梅の木の値段は品種により異

なるが、実梅と花梅では金額に大きな差はない。 

○地域の中で梅林を育てていく趣旨からすると、木に個人の名前があることに違和

感を覚える人がいるのではないか。 

(5) 「御幸公園梅香事業推進計画」について 

資料５について、事務局から説明を行った。 

次回の推進会議で梅香事業実施計画の素案を提示するため、６月中旬までに意見を

頂きたい。 

(6)次回推進会議の開催について 

次回会議は、第一候補 8 月 25 日(木)、第二候補 8 月 23 日(火)に行う。 

時間は 15時 30 分からとする。 

３ 閉会 

○副委員長あいさつ 

今年度から推進会議で決定したことを実行していく年となります。スピード感を持

って取り組んでいきたいので御協力よろしくお願いします。本日はありがとうござ

いました。 

以上


